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オンデマンド交通社会実験

I議題1| 
（参考資料①）

「チョイソコふくおかエリア③中央区・城南区」
分析等について

【概要版】
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オンデマンド交通社会実験
■概要
〇萬齢化の進展等に伴い、公共交通が不便な地域における買い物や通院などの生活交通確保が課題となる中、

持続可能な生活交通確保の仕組みづくりに取り組んでいく必要があり、取組みの一つとして、

令和4年度より、オンデマンド交通を活用した社会実験を実施している

0市と共働で運行内容の検討や利用促進等に主体的に

取り組む地域・交通事業者をそれぞれ募集のうえ決定、

市内3エリアで社会実験に取り組んでいる

・社会実験の喪用等の支援
• 利用促進の取組みなど

募集、， 共働 、苔集一（マッチング） ・悶閂胃胃9

〇各エリアにおいて、地域・交通事業者・市による運行協議会を

設置し、運行内容や利用促進等の協議・検討に取り組んでおり、

令和4年11月（エリア①東区）から、

順次、運行を開始しており、三者共働で、

取組みを進めている 1
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オンデマンド交通社会実験
■スケジュール
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※運行計画等は、適宜、交通事業者等との協議。スケジュールは関係者協議等により変更となる可能性あり。
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1．エリア③中央区・城南区概要

0地理的状況 区域A （赤坂・草ヶ江・小笹•長尾校区）

・商業施設等が立地する幹線道路は低地にあり、戸建て住宅団地は高台等に立地し、坂道やバス停まで迂回を

要する地域があるなど、特に高齢者等の買い物などの外出の困りごとになっている。

▲ 中学校

△ 漏等学校

▲ 専門学校

▲ 短期大学

△ 大学

△幼稚匝l

△ 99別支
保育施設

1．エリア③中央区・城南区概要

0地理的状況 区域B（片江・金山・七隈校区）

■地域の移動に関する困りごと

-— ・公共施設I¥の移動が困難な地
域がある

赤坂 I ・高台の地域があり、通院や買い
物が困難

•高台やバス停まで20分以上か
草ヶ江 Iかる地域があり、通院や買い物

の交通手段が必要

•高台が多く、車の運転ができな
小笹 I＜なった高齢者などの通院や買

い物が困難

・高台やバス停まで遠い地域があ

長尾 Iり、通院や買い物の交通手段が
必要

人口 56,264人

三 の
人口•高齢化率；咽年3月末時点（出典．福岡市住民基本台帳）

・商業施設等が立地する幹線道路は低地にあり、油山のふもとなどの戸建て住宅団地は高台等に立地し、道路が狭く、

坂道での移動やバス停まで迂回を要する地域があるなど、特に高齢者等の買い物などの外出の困りごとになっている。

▲ 中学校

△ 高等学校

▲ 尊門，，校

▲ 短期大学

△ 大学

△幼稚臣l

△特別支

保胄範設

し‘‘争．．，ヽ”
＇ '”  '.  ヽ•ヽ：
'' ヽ•

■地域の移動に関する困りごと

・坂道が多く買い物や通院が困難

・道路狭溢で坂道が多い地域で

は、買い物や通院が困難

・坂道が多く買い物や通院が困難

人口 33,284人

``̀｀̀ - - •••W I □ 
人ロ・為齢化率．m年3月末時点（出典：福岡市住民基本台帳）

` `  ` ` 
｀ ` 
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2．運行概要
(1)運行サービス (R7.3.31時点）

項目

名称

運行区域

停留所

運行方式

逼行曜日

運行時間帯

予約方法
運
イノ丁ー

予約受付時間
サ

し 運賃設定
ス

割引の有無・内容

決済方法

使用車両・定員・導入方法

運行開始

2．運行概要
(2)停留所

内容

チョイソコふくおかエリア③中央区・城南区

赤坂・草ヶ江・小笹・長尾・片江・金山・七隈校区

区域A:73箇所（当初45箇所） 区域B:72箇所（当初32箇所）

フルデマンド方式曜日別運行

区域A:月・水・金曜日に運行区域B:火・木・土曜日に運行
（運休：祝日・12月29日～1月3日）

8: 00~18: 00 ※内1時間は2回に分けてドライバー休憩時間あり

電話予約（コールセンター） 、 インターネット予約 (LINE等）

電話予約受付： 8:00-17:30、インターネット予約受付： 24時間
【予約可能期間：乗車希望日の1週間前～20分前まで】

300円／1乗車・人

有 （障がい者※、小学生は半額の150円）
※障がい者手帳のコピーを会員登録時に送付要
※障がい者の介護者は1名半額

現金、交通系IC、|D
※ R5nから高齢者乗車券•福祉乗車券「チョイソコ乗車券」（紙券）が選択可

使用車両 ジャパンタクシー

乗車定員 5名（ドライバー1名、乗客4名まで）

導入方法 既存タクシー車両使用

令和5年6月28日～

区域A（月・水・金曜日）赤坂・草ヶ江・小笹•長尾校区他 区域B（火・木・土曜日）片江・金山・七隈校区他

■停留所設置数の推移
時点 停留所数

住宅地等 姉゚ンサー

（区域A・B別）

時点

停留所 停留所 R7.1.31 

運行開始 73 64 ， 区域A
区域B

R7.3末 135 115 20 ※A・B重複
追加 +62 +51 +11 合計

※運行開始以降、適宜、停留所を追加（計15回）

停留所数

全体

73 

72 

10 

135 
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会員登録及び利用状況
会員豊録者・利用経験者数※R7 時点

・ R7.3月末時点の会員登録者数は 人（前年同月比＋
・年齢別の利用経験者は、高齢者の方の割合が約7割（うち

人）、利用経験者数は 人（前年同月比＋ 人）と、徐々 に増加。9

歳以上の方が半数超）を占める。

0エリア③中央区・城南区⑰佳移 0年齢別（人）
【会員登録者】

一会員畳縁者戴 一~利用経顧者戴

i2年目(R6.1.31~)
痘以下 • 甑～歳 ● 歳以上 歳以下 0 歳～ 歳 • 歳以上

r・- -•-•一•-•ー・ー・ー•-•一•一

R5.6末 R5.9末 R5.1沫 E豆ヨR6．昧 R6．9末 R6.1沫 EE巴i 織～ ・会員登録者数 •利用経験者数

0地区別（人）・-- -

地区 傘曇畳縁看戴 A 査l B富、全 B/A

赤坂 57 11 

軍ヶ江 89 111 

エリア③
小笹 419 129 

長尾 219 104 
中央区・

片江 166 3ヽ
城繭区
金山 222 101 

七順 150 52 

小計 1,322 485 

エリア①東区 1 730 7凹

エリア②冑区 1,269 498 

その他・不明會む 101ヽ 280 

合It 5.335 2,003 

※エリア①R4.11.24、エリア②R5.1.31、エリア③R5.6.28運行開始

会員登録及び利用状況
利用者数（延べ）※R7.3.31時点

19賢

21賢

31賢

47賢

26̀ 

48̀ 
35賢

35賢

44賢
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・R7.3月は区域が月間延べ 人（前年同月比 人）、日当り平均 人（前年同月比心、
区域が月間延べ 人（前年同月比 人）、 日当り平均 人（前年同月比 人）の利用となった。
•利用目標達成（ 人日）には至っていないが、利用者1＃菖加傾向。利用者のうち約割が陣がい者・小学生となっている。

0月間延べ利用者数⑰佳移（人） OR7.3月月間延べ利用者の内訳（人）

⑳ ●区域A ■区域B

1.ll || |l |l |l|l l|I II II II |I II II II II II II II II 
m: m: m: m: m: m: m: m: m:門m:m: m: m: m: m: m: m: m: m: m:月
01日当り平均利用者数⑬佳移（人）

一 区鑢A 一 区域B 利用目標 人／日

--------
利用目標 人／日

! 2年目(R6.6. 28-l r•----- -------------------------► 

正皿皿 Ill;皿皿皿璽：璽：璽：皿正皿 Ill;皿 Ill;正正正皿：m::Im:: D D 
※RS.6.28遍行開始

［利用者数】--

R8.10 

R8.11 

R8.12 

R7.1 

R7.2 

R7.3 

一般 霞隣がい者・小学生 ●未就学児

区域
月間延ぺ利用者戴 1日平均利用看蠍 遍行
（人 曹月比 （人） 鶴月比 日戴

A 326 ▲ 15 27 ▲ 4 12日

B 305 28 22 ▲ 1 14日

合計 831 13 2ヽ ▲ 3 28日

A 286 ▲ 40 24 ▲ 3 12日

B 241 ▲ 64 20 .&2 12日

合計 527 ▲ 104 22 ▲ 2 24日

A 327 41 27 3 12日

B . 2" 95 
. .~54 ．． 

25 
.....~..~ "~5 ..~ 11.日..• 

合It 622 95 26 4 24日

A 299 ▲ 28 2B 1 11日

B 250 645 21 • 4 11日
合計 549 ▲ 73 24 ▲ 2 23日

A 278 ...23 25 .& 3 11日
B 293 43 27 e 11日
舎•It 569 20 26 2 22日

A 297 21 23 ▲ 2 13日

B 338 45 28 1 12日

合計 835 66 25 2 25日
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3．会員登録及び利用状況
(3)その他利用状況区域A （赤坂・草ヶ江・小笹•長尾校区） ※R7.1.31時点

・自宅近くの停留所から六本松駅、病院、イオンスタイル笹丘などへの利用が多い。

0移動の傾向 (OD図）※R6.6.28~R7.1.31累計 (2年目）

唐大町●ー→ ← 出発停留所 到着停留所 利用者数

, ．--～ 
＂ 

1位 30警察学校前 7六本松駅

¥¥ ‘ 2位 7六本松駅 30警察学校前

3位 160＿古川整形外科 144＿笹の台1l1地11棟前

4位 144＿笹の台団地11棟前 160＿古］l|整形外科

)-• --°ゞ.. マ9 o ---0--
¥``‘ヽ °• 6 浬`、 喰

-― I 

J 

--、←
証 臼 ＼ 

＼ 

＼ 

5位 144笹の台団地11棟前 119イオンスタイル笹丘（区域A)

6位 144笹の台団地11棟前 46なかむら整形外科（区域A)

7位 5桜坂：：：：丁目12番 1中央市民センター

7位 67＿笹の台団地4棟前（中央陛段下） 160＿古］l|整形外科

7位 119＿イオンスタイル笹丘（区域A) 144＿笹の台1l1地II棟前

10位 27小笹バス停南 35サンリヤン公図前

【参考】利用ごとの所要時間I ※R6.6.28~R7.l.31累計 (2年目）

ル筐丘—呵 I 

，， 反 躙讐9』；察学校前吟’，，虞ヽ 1
一已、OII.--...＿・ミ三。

_ , 人二 OOOm ( 
[n=2,280] 

3．会員登録及び利用状況
(3)その他利用状況区域B（片江・金山・七隈校区） ※R7.1.31時点

・自宅近くの停留所から金山駅、病院、イオンスタイル笹丘などへの利用が多い。

0移動の傾向 (OD図）※R6.6.28~R7.1.31累計 (2年目）

a5分未満
ロ5~10分未満
■10~15分未満
■15分以上

75 

70 

59 

49 

36 

34 

34 

32 

31 

31 

i' 出発停留所 到箔停留所 利用者数

-• 、 、レ笹丘

←•一金山団地ら--ニ
● 9 9 0 -• 一— ·..

I 

そ z 1 71 9 I ゞ t .98 99 46 •i 7。 95友丘六丁目箪会所，，噌、 94 

-/.――ヘ ゥ103 ‘

宮公臼¢'［-：i5彎33,＇591晨言昌9月し 。） ＼ 

/／。こ 154̀ 128- ：..1:12̀ 76-

， 
.. ：ん紐鱈翻鸞ミ91 5tさI々 〗
‘--..`汽U‘ ¥b 

¥、I, ¥ /.,.、-... /t ¥： ＼。 〗
‘`＿三i.-1，，； パ:：ロOOOm/

liウ 133ー地下紐金山駅ま 9ふ金山団地55棟a'j

2位 154一七隈若己公医i 76ー佐田整形外叫病院

3位 76_¥左田整形外科病院 154一七隈若呂公困

3位 95友丘六丁目集会所 119イオンスタイル笹丘（区域B)

5位 03_金山団地55棟9'j 120_祷愛会洒院 （区域B)

6位 138片江四丁目3掛 133地下鉄金山駅束

7位 100ー友丘五T目26番 127一金山団池入「l

8位 133ー地下鈷金山駅束 138一片江四丁目3番

9位 153七陪三丁目 9番 114あらせ内科

10位 133ー地下註金山駅車 76_1左田整形外科病院

【参考】利用ごとの所要時間

※R6.6.28~R7.l.31累計 (2年目）

[n=2,003] 

■5分未満
Cl5~10分未満

■10~15分未満
15分以上

50 

46 

39 

39 

38 

31 

30 

29 

27 

26 
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3．会員登録及び利用状況
(3)その他利用状況※R7.1.31時点

・時間帯別にみると、 9時台、 10時台、 13時台の利用が多い。
・予約方法別にみると、電話予約が約7割、 WEB予約が約3割を占める。
・R7.1月は、平均すると区域Aが約1.6人、区域Bが約1.4人が乗り合わせしている。
・曜日別の利用者数は、士曜日の利用が平日の約7割程度（区域B)。

0時間帯別利用者数（人）※R6.6.28~R7.1.31累計 (2年目） 〇乗合率 ※R6.6.28~R7.1.31 
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4．収支状況

・収支率は、 R7.3月時点で約19％と徐々 に増加（改善）している。 ※年間収支率 (1年目）は10.7%
・スポンサー数は徐々 に増加しており、協賛金はR7.3月時点で約7万円。

(1)収支割合 {R7.3.31時点）
1,400 収支率
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R6.9月

収支率
運賃収入 18.8%

誓 ．f謁！ ＇躇
R5.7月 R5.9月 RS.12月

※収支率＝収入＋運行経費
※運行経費には、初期経費（システム構築等） •利用促進費（広報等）は含まない

(2)スポンサー数 (R7.3.31時点）
0スポンサー契約数の推移

1 °・ 

,6% ， 
,13°/d 

R7.3月収支率

［旦塁乱．昇：］

.. 
市負担金

収入

約100万円

巳口念・• ---------|— ー・・ ・・・・鯰翌亘
運賃 約16万円

運行経費

（人件費、燃料油脂費、

システム運用費など）

※経費等は運行日数により変動

※万円未満は四捨五入のため端数が合わない場合がある

約123万円

エリ彦

収芽睾

年間 (1年目：R5.6-R6. 6) 
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5．アンケート調査結果
(1)調査の目的・概要
0利便性向上等を図っていくため、取組み校区の住民（①）及び会員登録者（②）を対象に、アンケート調査を実施。

①住民アンケート ②会員アンケート

主体 市 交通事業者（チョイソコグループ）

対象 福岡市中央区・城南区（赤坂・草ヶ江・小笹•長尾・片江・金 チョイソコふくおかエリア③会員 1,190人
山・七隈校区）在住の18歳以上の男女
合計2,000人（区域A・B各1,000人）
※無作為抽出：非会員含む

調査方法 郵送による配付・回収

調査時期 令和6年12月27日～令和7年1月24日

有効回収数（率） 区域A:254サンプル
区域B:257サンプル
合計： 511サンプル (21.4%)

(2)主な調査結果
0チョイソコに関する意見①住民アンケート
く認知度＞

「内容まで知っている」が約2割、「見た／聞いたことはあるが内容
は知らない」が約3割で、あわせると約5割を占める。

（調査票発行数： 1,135世帯）

チョイソコ通信（会報誌）に同封し郵送・回収

令和6年12月27日～令和7年1月24日

区域A:146サンプル
区域B:115サンプル
合計： 261サンプル (28.6%)

0チョイソコに関する意見②会員アンケート

く知ったきっかけ＞

「公民館・自治協だより」が約 3割を占め、

次いで「チラシ・回覧板」、「市政だより」が多い。

無--
ホームページ

知らない

50.5% ［三］
そ,,18,

8, 
伽
1皿認

5．アンケート調査結果
(2)主な調査結果
0チョイソコに関する意見②会員アンケート

く利用の有無＞ ＜利用有x免許保有＞

「利用したことがある」が6割、
「利用したことがない」が約4割を
占める。

利用経験者のうち、「運転していない」

「免許取得したことがない」「返納した」

の割合が、約8割を占める。

く未利用の理由＞

「今は必要ないが将来的に利用した

い」が約5割、次いで「運行曜日が
合わない」が約3割を占める。

自宅近くに停留所がないI全体(n=105)| 14.3% 

I全体(n=261)|

くチョイソコの主な利用目的＞

「チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方の利用目的としては、

「通院」が約6割と叢も多く、次いで「日常の買し峨り」（約4割）が多い。

日常の買い物

通院（病院や介護施設等）

地域の集まり

役所や郵便局、銀行

駅やバス停までの移動

余暇活動（習い事や趣味など）

通勤・通学

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

40.7 

く外出頻度の変化＞

「チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方のうち、外出頻度が増えた方

が、「増えた」 (11.7%)、「少し増えた」 (25.5%）と、約4割を占めている。

が合わない

.9% 

的地がない

1.0% 
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5．アンケート調査結果
(2)主な調査結果

0チョイソコに関する意見②会員アンケート

くチョイソコの利用頻度＞ くチョイソコ利用者の交通手段（チョイソコ導入前後） ＞ 

「チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方の利用頻度は、
「月に数回」が約4割、「数回利用したのみ」が約3割、「週に1~2
回」が約1割を占める。

・日常生活（買い物、通院、通勤、地域の集まりなど）の外出にチョイソコを使用している方の、
チョイソコ導入前後の交通手段を比較すると、 「鉄道」が5.8%、「バス」が4.9%、「タクシー」
が1.0％の増加となっている。
・半数以上の方が、チョイソコと、バス・タクシーの既存の公共交通を併用している。

I全体cn=145)1 —.. ／ 

5．アンケート調査結果

(2)主な調査結果

0% 

チョイソコふくおか

0% 

徒歩のみ ] 
自転車のみ

原付・バイク

自動車（自ら運転）

自動車（同乗）

バス

鉄道

タクシー

介護タクシー

医療施設等の送迎

その他

無回答

0チョイソコに関する意見②会員アンケート
＜満足度＞

20% 

20% 

＇ ＇ 

l.:;).U' 

12.6 : 
] 8.4 

0.0 
5.8 
::I 7.8 

整
nn 

・「チョイソコふくおか」を利用したことがあると回答された方に、「チョイソコふくおか」の評価について尋ねた。

40% 60% 80% 100% 

40% 60% 80% 100% 

＇ ＇ 

：、啜．1 l 

| 

25.2 
28.2 

62.1 
67.0 

56.3 
5~.3 

＇ 

＇ 

I全体(n=103)I 
■チョイソコ導入以前の交通手段
•現在の交通手段

・「満足」と「概ね満足」を合わせた『満足（計）』の割合は、「運賃」で7割超、「車両」、「運行時間帯」で6割超を占める。また、「全体」では約6割となっている。
•一方、「やや不満」と「不満」を合わせた『不満（計）』の割合は、「運行日」で39.0％と最も高く、次いで、「運行範囲」で30.6% 。 また、「全体」では13.1％と
なっている。

※無回答を除く
満足 概ね満足 普通 やや不満 不満

............ ・ーニー 追 l 満 |【主な不満の理由】

運行日 35.8 25.2 し，' 13.8 I 25.2 35.8 
・用事と運行曜日が合わない

[n=123] 
39.0 ・運行日以外も利用したい

運行時間帯 29.2 26.9 5.4 3.1 64.6 26.9 8.5 •もう少し遅い時間まで運行して欲しい
[n=130] 

・都心に広げてほしい（天神・大濠など）
運行範囲 34.7 19.0 -11.-6'． I 34.7 34.7 30.6 ・AとBどちらも利用したい
[n=121l 

停留所 32.0 12.8 4.8 50.4 32.0 17.6 ・買い物先の停留所が少ない

[n=125] 
•坂があり、自宅から遠い

運賃 25.6 27.7 2.3 0.8 75.2 21.7 3.1 ・年金生活なので200円だとありがたい
[n=129l 

車両 28.7 28.7 0.8 2.3 68.8 28.1 3.1 •も3'少し人数が乗れる車両にしてほしい
[n=128] 

予約のとりやすさ―’ 25.8 28.8 15.9 ;s.31 I so.o I 28.8 I 21.2 I ・利用したい時に利用できないことがなあどる
[n=132] I ＇ 

全体 ・ 115.9. 39.3 37.8 I 17.2,,'( I 55.71 31.81 13.71 
[n=107]'  
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
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5．アンケート調査結果

(2)主な調査結果

0チョイソコに関する意見②会員アンケート

く他の乗客との乗合（相乗り）への抵抗感＞ ＜曜日別運行の受容性＞

「特に問題はない」の割合が70.5％で最も多く、「少し抵抗がある」
18.4%、「抵抗がある」が2.7％となっている。

「特に問題はない」が約2割、「概ね問題ないが、少し利用しにくい」が約4割、
「利用しにくい」が約 3割となっている。

I全体(n=261)| 

6．ヒアリング結果

(1)地域の主なご意見 (R7.1月下旬：各校区ヒアリング）

概ね問題ないが、少

し利用しにくい

39.8% 

【利用しにくい主な理由】

・用事と運行曜日が合わない

・急に利用したい時に運行していない

・毎日運行であれば更に利用しやすい

•週3 日だと利用しづらい

I全体(n=261)|

0鉄道やバスは都心部へ行く時に利用し、チョイソコは高齢の方を中心に生活圏内の移動に利用されている。

0公民館に停留所が設置され利用しやすくなり、チョイソコを利用して公民館に来る方（サークル活動など）が増えた。

0運行開始時から比べると徐々に利用者が増えており、曜日別運行に慣れて漫透してきているのではないかと思う。

曜日別運行だと予定（病院の診察日など）と合わないことがあるが、運行曜日を変えるのは、利用者が混乱すると思う。

0運行日を増やしてほしいという意見があり、利用者がさらに増えてきたら、改めて平日運行（毎日）にできないか検討してほしい。
毎日運行していると気持ちの部分でいつでも利用できるという安心感がある。

0チラシ配布等で周知を図っているが、まだこの取組みを知らない人はおり、地域に漫透するには時間がかかる。3年くらいは必要だと思う。
0新規利用者の増加が重要だと思うが、 1回目の利用につなげるのが難しい。定期的なチラシの全戸配布や高齢者サロン等の集会で
周知するなど、継続して認知度向上に取り組む。

0高齢者を中心に利用されて、運開始時に比べると利用者も徐々に増えており、免許返納の後押しにもなると思うので、

福祉的な面からもこの取り組みを継続してほしい。

(2)交通事業者の主なご意見 (R7.2月上旬：チョイソコグループヒアリング）
0高齢者を中心に助かっているという声、この取り絹みを継続してほしいという声を受けている。
0利用者からのお声掛けやスポンサー様からの紹介でスポンサーになりたいということもあるが、他エリアに比べると曜日で運行日数が限られて
いることもあり、スポンサー数が伸び悩んでいるという印象であり、引き続き取り組んでいきたい。

0区域A・Bを跨いで移動したいとの声もあるが、運行エリアを広げる場合は回送時間が長くなるなどの課題があり、区域A・Bの現在の

運行範囲は妥当と考えている。

0曜日別運行は地域や利用状況に応じて運行日の検討が必要だと思うが、利用者は増加傾向にあり、

車両1台でエリア①②の2倍の面積を運行できているので、効率的な運行につながるのではないかと思う。
0認知度向上、利用促進、運賃外収入の確保などには、地域の取組みが不可欠で、三者共働で取り組むことが重要であると感じている。

利用のきっかけづくりが重要で、 LINEアプリの活用やポイントカードなどに取り組んでおり、利用状況等を確認したい。
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7まとめ

結果

結果

結果

結果

①運行サービス I 

► 会員 (R7.3:1,322人佃畔明 心）及び利用者 (R7.3：区域 人日佃辱明＋人日）、

区域 人日佃辱明＋人日））は、増加傾向にはあるが、利用目標（ 人日）の達成には至っていない。

► サービスは、「運賃」「車両」「運行時間」「停留所」「予約」の順で割以上、「運行日」「運行範囲」で

約3割が概ね満足と回答。 （全体としては、概ね満足との回答が約割であり、不満との回答は約割。）

②運営面 I 

► 利用者及びスポンサー停留所数 (R7.3:20停留所）が徐々に増え、収支率は増加傾向。

R7.3：収支率 ％、欠損（負担）額は約 万円月（前年同月収支率％、欠損負担）額は約 万円月）。

► 認知度（内容まで知っている）は約 2 割に増加（前年約割）、「見た聞いたことはある」をあわせると約割。

I③地域住民の I 

► 外出機会が増えた方が約 4 割。

I④地域課題の適合性 I 

► 利用経験者の 7 割が高齢者（ 歳以上が半数超）であり、通院や買い物先等への移動のための

交通手段の一つとなっている。
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